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議事日程 

      第１ 諸般の報告 

      第２ 会議録署名議員の指名 

      第３ 議第５７号から議第８２号まで 

（平成２４年度野洲市一般会計補正予算（第３号）他２５件） 

各委員長より委員会審査結果報告、質疑、討論、採決 

追加日程第１ 発議第３号 

（野洲市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例）

提出理由説明、質疑、討論、採決 

追加日程第２ 意見書第１２号から意見書第１５号まで 

（米軍輸送機オスプレイの配備撤回を求める意見書（案）他３件） 

提出者説明、質疑、討論、採決 

開議       午後１時００分 

議事の経過 

○議長（田中良隆君） （午後１時００分） 皆さん、こんにちは。 

 ただいまの出席議員は２０名であります。定足数に達しておりますので、本日の会議を

開きます。 

 これより日程に入ります。 

（日程第１） 

○議長（田中良隆君） 日程第１、諸般の報告を行います。 

 出席議員２０名全員であります。 

 次に、本日の議事日程は既に配付済みの議事日程のとおりであります。 

 次に、本日説明員として出席通知のあった者の職氏名は９月６日と同様であり、配付を

省略いたしましたので了承願います。 

 （日程第２） 

○議長（田中良隆君） 日程第２、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は会議規則第１２０条の規定により、第１８番、内田聡史君、第２０番、

河野司君を指名いたします。 

 （日程第３） 

○議長（田中良隆君） 日程第３、各委員長より委員会審査結果報告書が提出されており
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ますので、議第５７号から議第８２号まで平成２４年度野洲市一般会計補正予算（第３号）

他２５件を一括議題とし、各委員長の報告を求めます。 

まず、総務常任委員長の報告を求めます。 

 第１番、矢野隆行君。 

○１番（矢野隆行君） １番、矢野隆行でございます。 

 総務常任委員会報告を申し上げます。 

去る９月４日の本会議におきまして総務常任委員会に付託を受けました議案を審査する

ため、９月１２日に委員会を招集し、説明員の出席を求め、慎重に審査いたしました結果

について、ご報告申し上げます。  

議第７４号、野洲市防災会議条例の一部を改正する条例、議第７５号、野洲市災害対策

本部条例の一部を改正する条例、以上２件を議題として、詳細な説明を受け、質疑応答を

繰り返し、慎重に審査いたしました結果、全議案とも、全員賛成にて、原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

以上、総務常任委員会に付託を受けました議案の審査結果の報告といたします。 

○議長（田中良隆君） これより、総務常任委員長の報告に対する質疑を行います。 

 ご質疑はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（田中良隆君） ご質疑ないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

 次に、文教福祉常任委員長の報告を求めます。 

 第２番、梶山幾世君。 

○２番（梶山幾世君） ２番、梶山幾世でございます。 

 去る９月４日の本会議におきまして文教福祉常任委員会に付託を受けました議案につい

て審査するため、９月１２日に委員会を招集し、委員全員出席のもと、説明員の出席を求

め、慎重に審査いたしました結果についてご報告いたします。 

議第７７号、指定管理者の指定期間の変更につき議決を求めることについて（野洲文化

ホールほか）、議第７８号、指定管理者の指定期間の変更につき議決を求めることについて

（野洲市総合体育館）、議第７９号、指定管理者の指定期間の変更につき議決を求めること

について（野洲市中主Ｂ＆Ｇ海洋センター）、議第８０号、指定管理者の指定期間の変更に

つき議決を求めることについて（野洲市市民グラウンド）、議第８１号、指定管理者の指定

期間の変更につき議決を求めることについて（野洲市体育センター）、以上５議案を議題と
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し、詳細な説明を受け、質疑応答を繰り返し、採決の結果、全議案とも、全員賛成にて、

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

以上、文教福祉常任委員会に付託を受けました議案についての審査結果の報告といたし

ます。 

○議長（田中良隆君） これより、文教福祉常任委員長の報告に対する質疑を行います。 

 ご質疑はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（田中良隆君） ご質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、環境経済建設常任委員長の報告を求めます。 

 第１０番、坂口哲哉君。 

○１０番（坂口哲哉君） 第１０番、坂口哲哉です。  

去る９月４日の本会議におきまして環境経済建設常任委員会に付託を受けました議案を

審査するため、９月１３日に委員会を招集し、委員全員出席のもと、説明員の出席を求め、

慎重に審査いたしました結果について報告いたします。 

議第７６号、野洲市道路占用料条例の一部を改正する条例について、議第８２号、市道

路線の認定及び廃止についてを議題とし、詳細な説明を受け、慎重に審査いたしました結

果、議第７６号については、採決の結果、賛成多数により、原案のとおり可決すべきもの

と決しました。また、議第８２号については、採決の結果、全員賛成により、原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

以上、環境経済建設常任委員会に付託を受けました議案及び審査結果の報告といたしま

す。 

○議長（田中良隆君） これより、環境経済建設常任委員長の報告に対する質疑を行いま

す。 

 ご質疑はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（田中良隆君） ご質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、予算常任委員長の報告を求めます。 

 第１１番、立入三千男君。 

○１１番（立入三千男君） 去る９月４日の本会議におきまして予算常任委員会に付託を

受けました議案を審査するため、９月１２日、１３日に各分科会を、１９日に委員会を招
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集し、説明員の出席を求め、慎重に審査いたしました結果についてご報告申し上げます。 

議第５７号、平成２４年度野洲市一般会計補正予算（第３号）、議第５８号、平成２４年

度野洲市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）、議第５９号、平成２４年度野洲市

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、議第６０号、平成２４年度野洲市介護保険事

業特別会計補正予算（第１号）、議第６１号、平成２４年度野洲市下水道事業下水道特別会

計補正予算（第１号）、議第６２号、平成２４年度野洲市墓地公園事業特別会計補正予算（第

１号）、以上６議案を議題とし、詳細な説明を受け、質疑応答を繰り返し、慎重に審査いた

しました結果、全議案とも、全員賛成にて、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

以上、予算常任委員会に付託を受けました議案の審査結果の報告といたします。 

○議長（田中良隆君） これより、予算常任委員長の報告に対する質疑を行います。 

 ご質疑はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（田中良隆君） ご質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

次に、決算特別委員会委員長の報告を求めます。 

第１１番、立入三千男君。 

○１１番（立入三千男君） 去る９月４日の本会議におきまして決算特別委員会に付託を

受けました議案を審査するため、９月７日、１０日、１１日に各分科会を、１９日に委員

会を招集し、説明員の出席を求め、慎重に審査いたしました結果についてご報告申し上げ

ます。 

議第６３号、平成２３年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について、議第６４号、

平成２３年度野洲市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第６５号、

平成２３年度野洲市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、議第６６号、

平成２３年度野洲市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第６７号、平

成２３年度野洲市地域医療振興資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第

６８号、平成２３年度野洲市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第６９

号、平成２３年度野洲市墓地公園事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第７０号、

平成２３年度野洲市基幹水利施設管理事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議第７

１号、平成２３年度野洲市工業団地等整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議

第７２号、平成２３年度野洲市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について、議第７３

号、平成２３年度野洲市水道事業会計決算の認定について、以上１１議案を議題とし、詳
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細な説明を受け、質疑応答を繰り返し、慎重に審査いたしました結果、議第６３号から議

第６５号までについては、賛成多数にて、原案のとおり認定すべきものと決しました。ま

た、議第６６号から議題７３号までについては、全員賛成にて、原案のとおり認定すべき

ものと決しました。 

以上、決算特別委員会に付託を受けました議案の審査結果の報告といたします。 

○議長（田中良隆君） これより、決算特別委員長の報告に対する質疑を行います。 

 ご質疑はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（田中良隆君） ご質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

それでは、ただいま議題となっております、議第５７号から議第８２号までの各議案に

ついて、討論を行います。 

討論通告書が提出されていますので、順次発言を許します。 

まず、第１３番、野並享子君。 

○１３番（野並享子君） 議第６３号、平成２３年度一般会計歳入歳出決算の認定につい

て、反対討論を行います。 

 平成２３年度決算は、法人市民税が前年度と比べ約４億円ぐらい伸びていますが、市民

税は４，１００万円の減収であり、固定資産税も１億９，１００万円の減収となっていま

す。自主財源が５１．２％と、依存財源より上回る結果になりましたが、野洲中学校の建

設や小学校施設整備などで市債が翌年度繰り越しで減になったことや、また下水道特別会

計からの１億９，０００万円の繰り入れなどが原因であります。 

２３年度事業におきまして、学童保育所の建設により、２４年度から全学童で小学校６

年生まで入所可能になったことや学校の耐震化も進んだことなどは高く評価いたします。

しかし、２年間の集中改革プランということで、歳入面において市民負担がふえました。

例えば、ごみの手数料が前年に比べ２５０万円、クリーンセンター手数料が９２０万円増

のうち１０６万円は一般市民の負担増であります。決算書にはあらわれませんが、予防接

種の自己負担の増などがあります。市民税が減収しているように、市民の収入は減ってい

る中で、手数料は応納割でなく一律負担です。質疑の答弁で、実費をいただいていると答

弁されましたが、低所得者には大きくこたえます。 

大手企業への助成金は続ける一方で、手数料の引き上げや７０歳以上の方や障害者の循

環バスが無料から有料になりました。また、分庁舎の廃止や中主保健センター、中央公民



 －247－ 

館の廃止などが行われました。質疑で市長は成果を上げていると言われましたが、市民の

負担増とサービス削減の決算に反対をいたします。 

 また、国民健康保険事業特別会計に対しての繰出金は、特定検診分２，０２９万６，０

００円と、資金調整繰入分２，８４１万６，０００円がゼロになり、福祉医療ペナルティ

ー分が前年に比べ８４４万７，０００円削減され、７６３万３，０００円となりました。

総額５，７１５万９，０００円の削減です。 

国保税は、平成２２年度に大幅な引き上げが行われました。一世帯３万８，３６９円の

値上げで、１９万５，９１４円、１．２４倍となり、国保会計は約２億円の黒字となりま

した。国保会計が黒字になっているので、ルール外の繰り入れを削減したのですが、特定

検診分やペナルティー分などは、どこの自治体でも繰り入れを行い、国保税の引き上げを

抑えたり引き下げをしたりしています。社会保険に比べ１．６倍の高過ぎる国保税のため、

払えない方もおられる中、国保特別会計に２２年度と同様に繰り入れを行い、国保税の引

き下げをすべきであり、この点に反対いたします。 

 また、公平で民主的な行政運営になっていない点に反対します。 

 平成２３年９月に詳細年次計画として出され、平成２７年度で個人施策はなくしていく

という方向で、固定資産税や保育料などの減免を廃止していく計画となっており、地元の

方々のご理解が形になりました。しかし、同和行政については、特別な運営となっていま

す。どの自治会でも、子ども会、老人会、婦人会はありますが、自治会費の中で運営され

ています。足らなければ廃品回収するなど工夫がされていますが、６団体に対して１１万

円の補助があります。また、自主学習ということで教師が派遣され、試験前には補習学習

が行われています。識字学級も限定された方々となっており、これらは全地域、全市民を

対象にすべきであり、特別に地域に限定した施策は公平な行政運営ではありません。 

 また、特定の運動団体が主催する各種の集会に参加費や負担金の支出がありますが、こ

れも民主的な行政運営ではありません。詳細年次計画では、自立支援ということで相談業

務の継続、子育て支援ということで自主学習に教師を派遣する事業の継続や、地域交流と

いうことで教養講座や文化、スポーツ活動の継続、啓発ということで１５事業の継続など

があります。最終年度に向けて、平成２６年度には実態意識調査を行い、第３次基本計画

を策定することが出されており、永遠に続くのではないでしょうか。 

２０１０年１２月に、本市議会の要望として、市長に対して、同和行政に関する事業は

一般施策に移行することを求めましたが、この要望は多くの市民の願いでもあります。行
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政が主体性を持って地元の方々との協議を進められ、順次一般施策化され、公平で民主的

な行政を行われることを求め、反対討論といたします。 

○議長（田中良隆君） 次に、第８番、丸山敬二君。 

○８番（丸山敬二君） 第８番、丸山敬二です。 

 議第６３号、平成２３年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定について、賛成の立場か

ら討論を行います。 

 平成２３年度の一般会計決算を見ますと、国内の依然として厳しい経済情勢は市税にも

あらわれており、特に個人市民税では、調定額ベースの対前年度費で約１，９００万円、

０．７％の減となっております。一方、法人市民税においては、平成２２年度からは幾分

持ち直し、対前年度費で約３億９，０００万円増加し、約９億７，０００万円となりまし

たが、今議会にも提出された法人市民税還付の専決補正を見ましても、この額は一時的な

ものであった色彩が濃く、本格的な回復基調へはほど遠く、最盛期の半分弱と依然厳しい

状況に変わりはありません。 

 こうした中での一般会計歳出決算では、平成２３年度においては、２２年度から取り組

んでこられた財政健全化集中改革プランの着実な実行により、経費抑制を図りつつ、懸案

事項であった待機児童の解消策である学童保育所整備事業については完了し、さらに小中

学校耐震化整備事業もほぼ完了化し、教育環境に安心・安全な子育て支援の環境を整えた

ところであります。加えて、ソフト面では、特別支援教育や不登校対策などの各種の子育

て支援関連事業、高齢者や障害者への生活支援関連事業の確保に努められ、また、子宮頸

がん等ワクチン予防接種事業などの保険事業についても、きめ細かく展開され、物心両面

にわたり、安全・安心なまちづくりのための各種の施策に取り組まれたと考えております。 

 ただ、今後においては、本格化する幼保一元化関連事業、ごみ処理施設整備事業など、

大規模事業が予定されており、生活保障費を初めとする扶助費や交際費など、義務的経費

に対する対応など多額の財源を必要とされる課題を含んでおります。 

 経済情勢を初め国の動向を注視しつつ、多様化する市民のニーズに的確に対応し、これ

までの財政健全化の成果を生かす中で、市民目線に立った施策を展開することにより、市

全体の活性化を図り、本市の将来像実現のため、限られた財源で最大の効果を上げるさら

なる努力を要望しまして、平成２３年度野洲市一般会計歳入歳出決算の認定についての賛

成討論といたします。 

○議長（田中良隆君） 次に、第１２番、太田健一君。 
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暫時休憩いたします。 

            （午後 １時２４分 休憩） 

            （午後 １時２４分 再開） 

○議長（田中良隆君） 再開をいたします。 

 太田議員。 

○１２番（太田健一君） 議第６４号、平成２３年度野洲市国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算の認定について、反対の立場での討論を行います。 

 まず１点目に、国民健康保険は平成２２年度に大幅な保険税の引き上げにより、２３年

度は約２億円の黒字となり、基金への積み立てとなっています。一般会計からの法定外繰

り入れも行わず、約６，０００万円もの大幅減額となり、市民への負担強化となっていま

す。 

本会議の質疑の中の答弁で、安易な引き下げは行わないとありましたが、今年度に再び

病気等の蔓延による大幅な医療費の上昇でもない限り、会計は黒字となり、さらなる基金

の積み立てとなります。さらに、答弁の中では、公平性の観点という言葉がたびたび使わ

れていましたが、市民の３４％の方々が国保加入しておられ、今後の高齢化を考えると、

決して一部の方々の問題ではありません。 

本来ならば国が負担すべき部分がそのまま市民の税負担となってしまっており、皆さん

大変な思いをされておられます。国が出さない部分を市が手当てしていくことが、市民の

健康を守る行政の役目として必要なのではないでしょうか。 

 委員会での答弁では、できることなら保険税を下げたいが、医療費の動向を見ながら、

基金が２億円を超えていくようなら下げていく方向の考えはあるとありましたが、現状の

会計の中で引き下げを行ったとしても、やりくりは十分可能であり、保険税の引き下げを

行うべきと考えます。 

２点目ですが、平成２３年度の資格証明書の発行が１３４世帯と、前年度の８４世帯と

比較して大きくふえています。逆に、短期証が前年度３６０世帯から２８２世帯へと減っ

ていますが、このお互いの数の推移から読み取れることは、短期証から資格証明書へと切

りかわっている人々が大幅にふえているということになります。資格証明書を出すという

ことは、本人が医療機関の窓口で１０割負担となり、現実にはあなたは病院に行かなくて

もいいですよと言っているようなものです。 

 全国的な調べの中でデータとしてもあらわれていますが、資格証明書により病院に行け
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なくなり、最終的に手遅れとなる事例がたくさん起きています。滋賀県下の中でも、野洲

市の資格証明書の発行割合はかなり高く、安易に資格証明書を出し過ぎなのではないでし

ょうか。職員の方々も納税相談につなげられるよう、かなりの努力はされておられると思

いますが、県下では高島市のように資格証明書の発行がゼロの自治体もあります。本人と

会えないことにはどうしようもない、連絡はとれないという現状は、資格証明書の発行が

少ない大津市などでも同じことです。納税の意識を高めるためのさらなる努力が必要だと

考えますし、資格証明書の発行はゼロにすべきです。 

 以上、大きく２点の問題点を指摘しまして、この議案に対する反対討論といたします。 

○議長（田中良隆君） 次に、第６番、奥村治男君。 

○６番（奥村治男君） ６番、奥村治男です。 

 私は、ただいま議題となっております議第６４号、平成２３年度野洲市国民健康保険事

業特別会計歳入歳出決算の認定について、賛成の立場から討論を行います。 

 現行の国民健康保険制度は、国民健康保険法が昭和３３年に制定され、国民皆保険制確

立から約半世紀以上が経過し、この間、全国民に医療保障を行うという国民皆保険体制の

基盤となる制度として、国民医療を根底で支えてまいりました。しかしながら、国民健康

保険制度は、近年の医療費の高騰や長期不況による低所得者の増加、また被保険者の高齢

化等、非常に厳しい財政運営が余儀なくされているわけであります。 

このような中で、本市国民健康保険事業の平成２３年度決算として、収支におきまして

は２億５３０万７，４５３円の黒字、単年度の実質収支は約１億３，５００万円の黒字決

算となっております。これは、医療費の伸びが平成２３年度は比較的安定し、保険給付費、

いわゆる医療費も比較的落ちついて推移してきたことや、国庫負担金等が想定より多く交

付されたことによるもので、国民健康保険税の引き上げが大きな要因であるとは言い難い

と考えております。 

 なお、一般会計から繰入金の関係につきましては、国が示します繰出基準を基本におい

て運用されています。さらに国民健康保険税の収納状況を見ますと、全国的に徴収が大変

厳しい中、現年度分の徴収は９４．６５％で、県下でも上位の徴収率となっております。

その収納対策は、十分評価に値するものと私は考えております。 

また、医療費の適正化を推進するための特定検診の受診率は５１．８％、滋賀県下にお

きましても本市は第２位であります。また、１３市の中では本市は第１位となり、市民の

健康増進や医療費の適正化にも寄与しているものと推察している次第であります。 
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いずれにいたしましても、本市国保事業の長期安定化及び健全化のため、引き続き医療

費適正化により歳出の規制を図ることや、保険税徴収率の向上による歳入の確保に努める

など、今後ともより一層の経営努力を重ねられることを要望いたしまして、賛成討論とい

たします。 

委員各位のご賛同よろしくお願いをいたします。 

○議長（田中良隆君） 次に、第１３番、野並享子君。 

○１３番（野並享子君） 議第６５号、平成２３年度野洲市後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の認定について、反対討論を行います。 

 ２００８年４月から実施された後期高齢者医療は、７５歳以上を後期高齢者として県で

まとめた別の健康保険に加入させ、検診も慢性疾患で受診している人は受けられない、ま

た脳ドックなど検診の対象からも外され、受けるなら実費というような状況にしました。

また、窓口１割負担ですが、ある一定以上の収入のある人は３割負担でありながら、検診

も医療も差別されています。 

このような矛盾を含んでいるため、民主党も廃止をマニフェストに書いていましたが、

政権の座について、廃止するどころかそのまま続けています。総医療費の支出に対して、

国、県、市町村、保険者の負担割合は決まっており、医療費がふえれば保険料が上がる仕

組みになっています。今後ますます高齢者はふえ、医療費もふえることは明らかでありま

す。 

２年に１度の見直しで、２４年度、全国的に後期高齢者の保険料が引き上げられました。

各個人にとって、年金は毎年引き下げられる一方、介護保険料も後期高齢者保険料も負担

はふえる中、使えるお金はどんどん少なくなっています。２０１４年度から消費税は８％、

１５年には１０％という法案が、民主、自民、公明党の３党合意で成立しました。ますま

す生活を圧迫することは明らかであり、国民年金だけで暮らしておられる方々や加入期間

が短くて満額もらえない方々など、生活保護に頼らなければならない人もふえております。 

野洲市で後期高齢者医療を、この会計をどうすることもできない決算ではありますが、

基本的に年齢による差別医療の保険制度は速やかに廃止し、すべての国民が等しく医療や

検診を受けられるようにすることを求め、本会計決算に反対いたします。 

○議長（田中良隆君） 次に、第４番、市木一郎君。 

○４番（市木一郎君） 第４番、市木一郎でございます。 

 それでは、ただいま議題となっております議第６５号、平成２３年度野洲市後期高齢者
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医療特別会計歳入歳出決算の認定について、賛成の立場で討論を行います。 

 後期高齢者医療制度は、平成２０年４月より施行され、制度４年目となった平成２３年

度は安定した制度運営がなされたものと評価をしております。 

 さて、本市の後期高齢者医療特別会計の決算につきましては、この医療保険制度の実施

主体が県広域連合となる中で、本市では市民への相談受付窓口となり、また保険料の徴収

に関する事務を行ったものであります。保険料の収納率につきましては、野洲市は県平均

を上回り、現年度分全体で９９．８４％と優秀な結果となっております。ちなみに、県平

均は９９．６０％。徴収率におきましては、県下で４位、市では１位となっております。

これは、収納率の確保にきめ細かな対応で努力された結果であると評価するものでありま

す。保険料の適正な徴収は負担の公平性を確保するために不可欠なものであり、今後も高

い収納率の確保に努められますよう希望するものです。 

 現在、これからの後期高齢者医療のあり方につきましては、社会保障制度改革国民会議

において議論がなされようとしているところですが、いずれにいたしましても、私たち市

民誰もが安心して医療が受けられる医療制度の確立を願うところであり、制度変更になる

場合には混乱が生じないような方策を切に希望し、平成２３年度野洲市後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算に対する私の賛成討論といたします。 

議員各位のご賛同をよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（田中良隆君） 次に、第１２番、太田健一君。 

○１２番（太田健一君） 議第７６号、野洲市道路占用料条例の一部を改正する条例に対

して、反対の立場で討論を行います。 

 今回の条例改正により、関西電力や大阪ガス、ＮＴＴなどのガス管や電柱、地下ケーブ

ル等にかかわる占用料の引き下げにより、２０６万円の減収の見込みとなっています。 

これは、国の道路法の基準の改正に準じたものでありますが、道路法の第３２条で、市

道を占用するには道路管理者（市町村）の許可が必要であることや、第３９条では、道路

管理者（市町村）は占用料を徴収することができることを規定しており、占用料を徴収す

る場合は国が定めた基準の範囲とすることとなっています。そして、その基準額は別途施

行令で定めるとしています。その施行令の中で、占用料の額は基準額の範囲で市町村が自

主的に決めることができるとなっています。要するに、国の基準の改正があったといえど

も、これに従わなくてもよいということであり、大津市では独自で行っています。つまり、

占用料は自治体の裁量権であります。 
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今日、不況で市の財政も厳しく、集中改革プランの中で市民に対する負担もふえたまま

です。そういった大変な状況の中で、関西電力やＮＴＴなど体力ある大企業にまで占用料

の引き下げを行う必要があるのかと疑問を感じますし、応分の負担を求めてもよいのでは

ないかと考えます。 

 以上の理由により、この条例改正に対する反対討論とします。 

○議長（田中良隆君） 次に、第１８番、内田聡史君。 

○１８番（内田聡史君） １８番、内田聡史です。  

ただいま議題となっています議第７６号、野洲市道路占用料条例の一部を改正する条例

について、賛成討論をいたします。 

 市道の占用料については、道路法３９条第１項に「道路管理者は、道路の占用につき占

用料を徴収することができる」、また第２項では「占用料の額及び徴収方法は、道路管理者

である地方公共団体の条例で定める」とされています。 

このたびの道路占用条例の一部改正については、道路法施行令の一部を改正する政令が

平成２３年４月１日に施行されたことを受けて改正されるもので、滋賀県内では大津市が

独自の占用料を制定しているものの、県を含むその他すべての自治体で当施行令に準拠し

て占用料を定めています。施行令に定める占用料については、国では近傍の土地の鑑定評

価額を根拠として定期的に改正を行っているもので、その額については妥当性に富んでい

ると考えられます。また、市内の国道や県道の占用料は施行令と同額で設定されており、

市道についても裁量権は認められているものの、公平性を確保する観点から、施行令に準

拠することが適正であると考えます。 

 したがいまして、このたびの野洲市道路占用料条例の一部を改正する条例は妥当考え、

改正案に賛成するものです。 

○議長（田中良隆君） 以上で通告による討論を終結いたします。 

 これより、議第５７号から議第８２号までの各議案について、順次採決いたします。 

 まず、議第５７号から議第６２号まで、議題６６号から議第７５号まで及び議第７７号

から議第８２号までの議案２２件について、一括して採決いたします。 

お諮りいたします。 

 ただいま宣告いたしました議案２２件については、各委員長の報告のとおり決すること

に賛成の方の起立を求めます。 

            （全員起立） 
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○議長（田中良隆君） ご着席願います。起立全員であります。よって、議第５７号から

議第６２号まで、議第６６号から議議第７５号まで及び議第７７号から議第８２号までの

議案２２件については各委員長の報告のとおり可決しました。 

次に、議第６３号から議第６５号まで及び議題７６号の議案４件について、一括して採

決いたします。 

お諮りいたします。 

ただいま宣告いたしました議案４件については、各委員長の報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。 

            （多数起立） 

○議長（田中良隆君） ご着席願います。起立多数であります。よって、議第６３号から

議第６５号まで及び議第７６号の議案４件については各委員長報告のとおり可決しました。 

暫時休憩いたします。再開は１４時ちょうどといたします。 

（午後 １時４４分 休憩） 

            （午後 ２時００分 再開） 

○議長（田中良隆君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

お諮りいたします。 

発議第３号及び意見書第１２号から意見書第１５号までを日程に追加し、議題といたし

たいと思いますが、これにご異議はございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（田中良隆君） ご異議なしと認めます。よって、発議第３号及び意見書第１２号

から意見書第１５号までを日程に追加し、議題とすることに決しました。 

（追加日程第１） 

○議長（田中良隆君） 追加日程第１、発議第３号、野洲市議会政務調査費の交付に関す

る条例の一部を改正する条例を議題といたします。 

提出者より提案理由の説明を求めます。 

第１６番、三和郁子君。 

○１６番（三和郁子君） １６番、三和郁子でございます。 

 発議第３号、野洲市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例について、

提案理由の説明を申し上げます。 

 政務調査費の収支報告書とその証拠書類の写しをいつでも一般の閲覧に供するよう、野



 －255－ 

洲市議会政務調査費の交付に関する条例第１１条を改正しようとするものです。 

 内容につきましては、閲覧対象に証拠書類の写しを追加するとともに、何人も閲覧の請

求を可能とするものです。なお、この条例は交付の日から施行しようとするものです。 

以上、提案理由の説明といたします。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（田中良隆君） これより、ただいま議題となっております発議第３号について質

疑を行います。 

 ご質疑はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（田中良隆君） ご質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております発議第３号については、会議規則第

３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思いますが、これにご異議は

ございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（田中良隆君） ご異議なしと認めます。よって、発議第３号については委員会付

託を省略することに決定しました。 

 次に、ただいま議題となっております発議第３号について討論を行います。 

 討論はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（田中良隆君） 討論がないようですので、これをもって討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 お諮りいたします。発議第３号、野洲市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改

正する条例については、原案のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

（全員起立） 

○議長（田中良隆君） ご着席願います。起立全員であります。よって、発議第３号は原

案のとおり可決することに決しました。 

（追加日程第２） 

○議長（田中良隆君） 追加日程第２、意見書第１２号から意見書第１５号まで、米軍輸

送機オスプレイの配備撤回を求める意見書（案）ほか３件を一括議題とします。 

提出者の説明を求めます。 
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 まず、意見書第１２号について、第１４番、小菅六雄君。 

○１４番（小菅六雄君） それでは、意見書第１２号、米軍輸送機オスプレイの配備撤回

を求める意見書（案）についての提案説明を行います。 

意見書（案）にも述べられていますように、日米両政府は、米海兵隊の垂直離着陸輸送

機オスプレイを沖縄・普天間基地に配備するため、去る７月２３日、岩国基地に陸揚げを

しました。当初、試験飛行を経た後、沖縄県普天間基地に配備し、１０月から本格的な訓

練を実施するというものでありました。 

 ところが、世界一危険な輸送機を世界一危険な普天間基地に配備を強行しようとする日

米両政府に対して、沖縄はもとより全国で配備反対の世論と運動が広がっています。 

 沖縄県では、去る６月１７日に５，２００人の参加で配備反対の市民大会が行われてい

ます。さらに９月９日には、１０万人が参加する県民大集会が開催されました。米軍基地

関係で開催された集会としては、過去最大規模となっています。 

 一方、意見書（案）にも書かれていますように、全国知事会を初め、多くの地方議会が

オスプレイ配備に反対の意見書、決議等を採択としています。オスプレイ配備反対の世論

と運動は、文字どおり党派を超えての世論となっています。すなわち、日米安保条約を認

める人も反対する人も、また米軍基地の存在に賛成する人も反対する人も、政党の立場を

超え、危険なオスプレイ配備は認められないと要求しているのが特徴であり、国民世論と

考えます。 

 これは、自民党でも、去る７月２０日、野田内閣に対してオスプレイ陸揚げに対する申

し入れを行っていますが、この申し入れ文書の中でも、国民の不信が払拭されないままこ

れらが強行されればより一層の反発を招くことになり、今後の配備計画、さらには日米安

保全体にマイナスの影響を及ぼす懸念が強い、したがって現行スケジュールの強行には反

対であると表明をしています。 

その点では、今回提案いたしております本意見書（案）の中にも、地元自治体は強く反

対しており、沖縄県民と国民を危険にさらすオスプレイ配備を強行することは許されませ

んとの内容であり、この自民党の申し入れの内容等を勘案すると、到底安全性が担保され

たと言えない現状から見れば、本市議会でも保守系会派、自民党議員の皆さんも、この意

見書（案）に賛成を得られるものと確信をいたしております。 

 ２点目の問題は、政府はこれまで、これほど危険で配備反対の世論に対して、安全性が

確認できるまで飛行させないと言っていたにもかかわらず、ご承知のように、一昨日、森
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本防衛大臣は安全性が確認できたとして配備を認めました。本日、早速、試験飛行なるも

のが強行されています。しかし、政府の発表を見る限り、何ら安全性が確認されたもので

はなく、まさにアメリカへの配慮だけで認めているものと考えます。この決定に対して、

改めて国民的な批判が強まっています。 

言うまでもなく、意見書に書かれておりますように、オスプレイは開発段階から墜落事

故を繰り返し、ことし４月にモロッコでの墜落事故で２名が死亡したのに続いて、６月に

もアメリカ・フロリダ州で墜落、７月９日には米国で機体の故障で民間空港に着陸して問

題になったばかりであります。これまでに少なくとも３６人が死亡しており、多数の負傷

者が出ています。これは、今回、日米両政府が主張するパイロットの人為的ミスに起因す

るというものではなく、明確な機体の構造的欠陥であることは明らかであります。 

にもかかわらず、オスプレイ配備が強行されれば、世界一危険な普天間基地を抱える宜

野湾市民への危険が増すだけではなく、沖縄県内での各基地での運用がされ、県民全体へ

の危険は一層重大なものとなることは明らかであります。 

さらに、米軍は、オスプレイを山口県の岩国基地や静岡県のキャンプ富士に派遣して、

東北を初め近畿、四国、沖縄、奄美等６つのルートで高度１５０メートルの低空飛行を含

む訓練を想定しています。さらに、日米合同演習が滋賀県饗庭野演習場で予定されていま

すが、米軍はこの演習場でも今後の使用を否定していません。つまり、沖縄のみならず、

日本全土で危険が増すことになります。 

 このように、沖縄県民と国民を危険にさらすオスプレイの配備を強行することは許され

ません。よって、政府が配備撤回をアメリカ政府に求めることを求めたこの意見書は、市

民、国民の願いでありまして、本市議会として採択の上、政府に提出されるべきだと思い

ます。 

議員の皆さんのご賛同をお願いしまして提案説明といたします。 

○議長（田中良隆君） 次に、意見書第１３号について、第１２番、太田健一君。 

○１２番（太田健一君） 陸上自衛隊饗庭野演習場における日米合同演習の中止を求める

意見書（案）を、朗読をもって提案説明とします。 

 陸上自衛隊幕僚監部広報部は、１０月下旬から１１月上旬に滋賀県陸上自衛隊饗庭野演

習場において、米陸軍第２５師団第１－１４歩兵大隊と陸上自衛隊第３３普通科連隊が参

加する日米合同演習を実施すると発表しました。 

 ２０１１年２月から３月に行われた合同演習では、市街地戦闘訓練が実施されるなど、
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「日米軍事一体化」のもとで、これまで以上に、自衛隊の海外派兵のための訓練になるこ

とが危惧されます。 

 １９８６年以来、過去１１回の饗庭野演習場での合同演習では、沖縄・米海兵隊が参加

した７回の合同演習のうち、少なくとも３回はヘリコプターを使った訓練を行っており、

２００３年には危険性が指摘されていた米海兵隊の輸送ヘリコプターＣＨ５３も訓練に使

用しています。このことからも、墜落事故が続発している米海兵隊の輸送機・ＭＶ２２オ

スプレイが今後の日米合同演習に使用されるかどうかについて、防衛省報道室は「それは

米軍が決めることで、オスプレイを使うとも使わないとも言えない」と滋賀での演習に使

用することを否定していないことは重大です。 

 合同演習は、県民に不安と危険をもたらしてきており、県民の生命、財産、権利、生活

に関わる問題として、饗庭野演習場での「合同演習の常態化」は許されません。よって、

今回の日米合同演習の中止を強く求めます。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 議員の皆様のご賛同をよろしくお願いいたします。 

○議長（田中良隆君） 次に、意見書第１４号について、第２番、梶山幾世君。 

○２番（梶山幾世君） ２番、梶山幾世でございます。 

意見書第１４号、「脱法ドラッグ」とりわけ「脱法ハーブ」に対する早急な規制強化等を

求める意見書（案）について、朗読をもって説明にかえさせていただきます。 

 違法ドラッグによる健康被害が頻発していることから、２００７年４月１日より、いわ

ゆる脱法ドラッグを「指定薬物」として規制するための改正薬事法が施行されました。指

定薬物に指定されると、製造や輸入、販売が禁止となります。今年７月１日に９物質が追

加され、現在７７物質が「指定薬物」に指定されております。 

 しかしながら、近年、いわゆる「脱法ハーブ」が出回ってきました。脱法ハーブは、指

定薬物の成分を一部変えて植物片に混ぜたもので、「お香」「アロマ」などと称して販売さ

れております。脱法ハーブを吸引して救急搬送されるケースが相次ぎ、死亡した例も報告

されております。また、脱法ハーブを吸引した者が乗用車を運転して暴走し、通行中の市

民に重軽傷を負わせる事件も起きております。 

 脱法ハーブをめぐっては、化学構造を少し変化させることで法規制をすり抜け、指定薬

物になればまた化学構造を少し変化させるという“いたちごっこ”を繰り返し、法規制が

追いつかないのが実態であります。厚労省が調査したところ、「違法ドラッグ販売業者数」
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は本年３月末時点で、２９都道府県で３８９業者も存在することが明らかとなりました。 

 脱法ハーブは覚醒剤や麻薬等の乱用への「入り口」になることが危惧されており、こう

した状況を放置することは看過できません。今後、青少年を初めとした薬物乱用の拡大を

防ぐとともに、早急な規制強化が急務の課題であります。 

 よって、政府におかれては以下の点について対応するよう強く要請いたします。 

 記 

一、成分構造が類似していれば一括して薬事法の指定薬物として規制対象にできる「包

括指定」を早急に導入すること。 

一、指定薬物が麻薬取締官による取り締まりの対象外であることを改め、指定薬物を発

見した場合に収去できるなど、法整備の強化を図ること。 

一、特に青少年や若者の乱用を防ぐため、薬物教育の徹底を含む未然防止策の強化を図

ること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出いたします。 

 議員各位のご賛同を、どうかよろしくお願いいたします。  

○議長（田中良隆君） 次に、意見書第１５号について、第７番、中島一雄君。 

○７番（中島一雄君） 第７番、中島一雄でございます。 

 私は、北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書（案）を、朗読をもって

説明提案をさせていただきます。 

 北朝鮮による日本人拉致問題は、国家にとって重大な主権侵害行為であり、かつ許しが

たい人権侵害行為である。 

 平成１４年、当時の小泉政権下において、北朝鮮は日本人の拉致を認め、５人の拉致被

害者が日本への帰還を果たしたところであるが、その後、新たな拉致被害者の帰還は果た

されておらず、今も北朝鮮の地で我が国からの救いの手を待つ被害者にとっては、１０年

の年月が経過しようとしているところであります。 

 また、北朝鮮による拉致被害者として１７名が認定されているが、認定された拉致被害

者以外にも、特定失踪者を含む多くの未認定被害者が存在していると推測されます。 

 政府は、首相を本部長とする拉致問題対策本部を設置し、拉致問題担当大臣を任命して

今日まで被害者救出に取り組んでいるが、いまだに具体的な効果を上げるまでには至って

いない現状である。 

 こうした中、昨年１２月に北朝鮮の金正日総書記が死去し、後継の金正恩政権へ移行さ
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れたところであるが、こうした時にこそ、断固とした姿勢で実質的な交渉を行い、拉致問

題の解決へと進めるべきである。 

 また、金正恩政権発足後、北朝鮮の治安並びに経済状況は極めて不安定な状況にあり、

拉致被害者の安全が侵害される危険性も憂慮されるところであります。 

 よって、国会および政府に置かれては、今年を勝負の年と位置付けて、全勢力を傾けて

早急に未認定被害者を含むすべての拉致被害者を救出されるよう強く求める。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出いたします。 

議員皆様のご賛同をよろしくお願いいたします。 

○議長（田中良隆君） これより、ただいま議題となっております意見書第１２号から意

見書第１５号までについて、質疑を行います。 

 ご質疑はございませんか。 

            （「なし」の声あり） 

○議長（田中良隆君） ご質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっています意見書第１２号から意見書第１５号までについては、会議

規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思いますが、これにご

異議はございませんか。 

            （「異議なし」の声あり） 

○議長（田中良隆君） ご異議なしと認めます。よって、意見書第１２号から意見書第１

５号までについては、委員会付託を省略することに決しました。 

 次に、ただいま議題となっております意見書第１２号から意見書第１５号までについて、

討論を行います。 

 討論はございませんか。 

 暫時休憩いたします。そのまま、おのおの自席でお待ちください。 

            （午後 ２時２０分 休憩） 

            （午後 ２時２７分 再開） 

○議長（田中良隆君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 討論通告書が提出されましたので、順次発言を許します。 

 まず、第９番、西本俊吉君。 

○９番（西本俊吉君） 第９番、西本俊吉でございます。 
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 ただいま提案されております、意見書第１２号米軍輸送機オスプレイの配備撤回を求め

る意見書（案）に対しまして、私は反対する立場から討論に参加します。 

 平和であることは、これは人類皆が求めているところ、本項にはいささか狂いもないわ

けですけれども、議題となってますオスプレイの配備につきましてですが、一昨日、日米

政府間におきまして、国内運用に関し、安全確保は正式に合意形成されました。そういう

ところから、私は、今日のように、背景といたしましては、竹島やそれから尖閣諸島、こ

れらのちょっときな臭い空気というんですか、こういうものを感じるときに、やはり日本

の安全を守り、さらには東南アジア全体の平和を構築するためには、このオスプレイの配

備は避けられないと思います。 

 先ほどの提案者の方が、非常にオスプレイは危険であるというような見解をもって提案

されております。しかし、私が調べました限りにおきましては、今日までアメリカの海兵

隊が使っておりましたＣＨ５３Ｄ並びにＣＨ４６の輸送用のヘリコプターに比べまして、

事故の発生率は非常に低いということが、この統計上からも出ております。 

そういうところで、ここには１０万飛行時間におけるクラスＡ事故、ある意味では重大

事故ですね、これらの発生率が低いということが、この資料によりましても裏づけておら

れますし、何よりもこのオスプレイの性能、そういうものを見ましたときに、いわゆる輸

送力そのものを考えるときに、スピードというんですか、他のＣＨ４６ヘリコプターと比

べますと速く目的地に到達できると、また積載量や航空距離も大幅に向上していくという

ことにつながります。 

 よって、平和を維持していくためには、今日のオスプレイの配備は、我が日本にとりま

しても合意を形成しながら配備されるのが妥当かという判断を持っております。 

 そういうことで、私たち、何も軍事力を背景に各外交問題が進展するということは余り

好ましくないという思いをしながらも、このオスプレイに関しましては、私は政府のとっ

た判断が適切であるという思いから、この配備反対に対する意見書に対しまして反対する、

その意思を持ってこの場に発言しております。 

 どうか議員皆様のご理解を得まして、この意見書（案）に対しまして、私の気持ちをお

くみいただいた上、反対の立場をおとりいただくことをお願い申し上げ、私の発言といた

します。 

○議長（田中良隆君） 次に、第１３番、野並享子君。 

○１３番（野並享子君） 意見書第１２号、米軍輸送機オスプレイの配備撤回を求める意
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見書についての賛成討論を行います。 

 アメリカ海兵隊が沖縄の普天間基地に配備を予定しています新型輸送機オスプレイにつ

いて、日本政府が運用の安全は確認されたと一方的に宣言をし、飛行運用を開始すること

を受け入れました。日本政府の同意を受けて、米軍は山口県の海兵隊岩国基地に陸揚げし、

そして、きょう試行飛行が行われました。このオスプレイ１２機の試行飛行、これは沖縄

の普天間基地に１０月に移動をして運用するという予定であります。 

この配備に反対している沖縄県民や国民の頭越しに配備や運用を受け入れるのは、断じ

て容認することはできません。オスプレイの運用について、日米合同委員会で合意した森

本防衛相は、記者会見で、国民の理解が得られなくても日本政府としての安全性の確認作

業が終わったので、アメリカの飛行運用が始まると述べました。全く国民を無視した姿勢

であります。 

オスプレイは、開発段階から墜落事故を繰り返し、多くの若い米兵の命を奪ってきまし

た。また、ことしも４月モロッコで、６月アメリカ・フロリダで墜落をしました。もとも

とオスプレイには、エンジンが止まれば下降流を利用してプロペラを回し着陸するオート

ローステーションという機能がなく、アメリカ連邦航空局の安全基準を満たさず、日本の

航空法でも本来飛行を禁止すべきものであります。 

 こういうような状況の中で合意がされたわけですが、この固定翼からモードを切りかえ

るという転換、これはできるだけ短時間でということで基地外での転用も認めています。

米軍の環境調査報告書は、着陸時は普天間基地から約５キロのところでヘリモードに転換

すると明示をしています。普天間基地周辺の市街地の上空で転換し、もし墜落すれば、大

事故になるということは明らかであります。日米合意が市街地上空での転換を認めたとい

うことは、重大なことであります。低空飛行や学校、病院の上を飛ぶのを制限したという

のも何の保障にもなりません。合意が地上から１５０メートル以上を飛ぶとする一方で、

その高度を下回る飛行をせざるを得ないということを述べているのは、その一例でありま

す。これまでも沖縄では、米軍機の低空飛行など規制する取り決めがあっても、守られた

ためしはありません。沖縄県民が日米合意を信用せず、批判するのは当然であります。 

オスプレイがちょっとしたミスでも墜落するのは、パイロットの人為ミスだけでなく、

オスプレイそのものに事故が起こりやすい根本的な欠陥があるためです。いろいろと運用

ルールを決めても、危険性を回避することはできません。オスプレイが配備される普天間

基地は、アメリカの国防長官でさえ世界一危険と認めた基地であります。世界一危険な基
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地に欠陥機オスプレイの配備計画は撤回する以外にありません。 

このオスプレイの配備は、沖縄だけの問題ではありません。計画では、オスプレイを岩

国基地、キャンプ富士に毎月移動させ、そこを拠点に全国各地で低空飛行訓練を実施、公

表された６つの米軍機低空飛行訓練ルートだけで、訓練が３３０回ふえるとされておりま

す。さらに、他地域でも訓練する可能性を海兵隊も外務省も認めているような状況であり

ます。 

 よって、オスプレイの配備撤回を国に求める今回のこの意見書に対して賛成をするもの

であり、賛成討論といたします。 

○議長（田中良隆君） 次に、第１６番、三和郁子君。 

○１６番（三和郁子君） １６番、三和郁子でございます。この意見書の第１２号につき

ましては、私は賛成の討論をさせていただきます。 

 この１２号に関しましては多数の議員がかなり悩んでおられました。私もその一人です。

そして、今、こういう私の賛成討論の発言になりますことを、まずお伝えさせていただき

ます。 

 沖縄県では、県議会そして全市町村議会で、このオスプレイ配置についての反対を決議

いたしております。私もその立場に立ったときに、そこで一番悩みました。社会情勢もい

つ戦争が起こるかわからないような、そういう情勢も危機感は感じてはおります。ただ、

女性の立場、母親の立場といたしましては、軍備を拡張するのではなくて、外交面で十分

話し合いを行い、そして平和な世界が一日も早く来ることを望みまして、私は多くは述べ

ませんが、米軍輸送機オスプレイの配備撤回を求める意見書につきましては賛成とさせて

いただきます。 

○議長（田中良隆君） 以上で通告による討論を終結いたします。 

 これより、順次採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 まず、意見書第１２号、米軍輸送機オスプレイの配備撤回を求める意見書（案）は原案

のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

            （少数起立） 

○議長（田中良隆君） ご着席願います。起立少数であります。よって、意見書第１２号

は否決されました。 

 次に、意見書第１３号、陸上自衛隊饗庭野演習場における日米合同演習の中止を求める
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意見書（案）は原案のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

            （少数起立） 

○議長（田中良隆君） ご着席願います。起立少数であります。よって、意見書第１３号

は否決されました 

次に、意見書第１４号、「脱法ドラッグ」とりわけ「脱法ハーブ」に対する早急な規制強

化等を求める意見書（案）は原案のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

            （全員起立） 

○議長（田中良隆君） ご着席願います。起立全員であります。よって、意見書第１４号

は原案のとおり可決されました。 

次に、意見書第１５号、北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書（案）

は原案のとおり可決することに賛成の方の起立を求めます。 

            （全員起立） 

○議長（田中良隆君） ご着席願います。起立全員であります。よって、意見書第１５号

は原案のとおり可決されました 

 本日可決されました意見書につきましては、その条項、字句等整理を要するものについ

ては本職に一任されたいと思います。これにご異議はございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（田中良隆君） ご異議なしと認めます。よって、条項、字句等整理を要するもの

については本職に一任することに決しました。 

 なお、意見書は本職により直ちに関係機関に提出いたします。 

以上で、本定例会に付議されました案件の審議はすべて終了いたしました。 

ここで市長より発言を求められておりますので、これを許します。 

市長。 

○市長（山仲善彰君） 平成２４年第３回野洲市議会定例会の閉会に当たりまして、お礼

のごあいさつを申し上げます。 

 本定例会は、去る８月２８日に召集をさせていただき、本日に至りますまで２５日間で

ありました。当初提案させていただきました専決処分の承認１件、平成２４年度補正予算

６件、平成２３年度決算の認定１１件、条例の一部改正３件、その他７件、人事案件１件

の計２９議案につきまして、慎重なご審議の上、いずれも原案どおりお認めをいただきま

して、まことにありがとうございます。 



 －265－ 

 また、一般質問におきましては、いじめ問題や市が関与しての病院整備の可否などを初

めとして、福祉、環境、基盤整備などの施策につきまして、多くのご意見やご提案をいた

だきました。これらをしっかり受けとめまして、任期も残り１カ月余りとなりましたが、

誠心誠意、市政運営に当たってまいります。 

 私にとりましては、今議会が１期目最終の議会となります。この４年間は、議員の皆様

方の厳しい叱咤激励と温かいご支援を受けつつ、皆様方とともに市民の幸せとまちの発展

と安全のための仕事ができ、充実した４年間となりました。これもひとえに、議員及び市

民の皆様方のご理解とご支援、そして職員の働きによるものであり、改めて心よりお礼申

し上げます。 

 去る６月の議会におけるご質問にお答えして表明いたしましたとおり、次の市長選挙に

は、「野洲の元気と安心を伸ばす」をテーマに臨ませていただきます。常々申し上げており

ますとおり、まちづくりの役割は、伸びようとする市民や企業への成長支援と困難な状況

にある市民、企業への自立支援、そして秩序と安全を守ることであります。住んでよい、

住み続けたいまち、それは私たちの日常の生活そのものが元気と安心を増進してくれるま

ちであると考えております。透明、公正、公平を基本とし、市民の皆さんとともにその実

現に取り組んでまいります。一層のご支援とご協力を賜りますよう、心よりお願いを申し

上げます。 

 時節柄、皆様方におかれましては健康に十分ご留意をいただき、今後とも市政運営に一

層のご指導、ご協力を賜りますことを切にお願い申し上げますとともに、本市発展のため

にご活躍いただきますことをご祈念申し上げまして、閉会のごあいさつとさせていただき

ます。まことにありがとうございました。 

○議長（田中良隆君） １０月７日告示の市長選まで２週間余りでございます。２期目を

目指されます市長におかれましては、健康に十分留意をされまして、選挙戦頑張っていた

だきまして、１１月の議会また再びここでごあいさついただけることを大いにご期待を申

し上げたいと思います。 

これをもちまして平成２４年第３回野洲市議会定例会を閉会いたします。ご苦労様でご

ざいました。（午後２時４７分 閉会） 
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